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1 はじめに

アイコン（ピクトグラムとも呼ばれる）はインフォグ

ラフィクスやプレゼンテーションスライド，標識など

多種多様な場面で用いられビジュアルコミュニケーシ

ョンにおける基本的な要素となっている．近年，アイコ

ン共有サービスの登場によりWeb上に大量のアイコン
が公開され，一般の人々もドキュメント製作にアイコ

ンを手軽に使用できるようになった．例えば The Noun
Project*1には 100万個以上のアイコンが公開されてお
り，ユーザは様々な種類のアイコンをキーワードを入力

するだけで簡単に入手することができる．

同じ内容のアイコンであっても，そのスタイルは多岐

に渡る．例えば矢印のアイコンにも手描き風のものもあ

れば直線的なもの，ずんぐりしたもの，細いものなど色

々な描かれ方のものが存在する．アイコンのスタイルが

定量化されると，例えば似たスタイルのアイコンを簡単

に検索できるようになったり，アイコンを使用している

資料のデザインに統一感を出したりすることができ，ア

イコンデータの利便性は更に増す．

スタイルの定量化にあたり，我々は主観的属性と視覚

的特徴量を用いることにした．ここで主観的属性とは具

体的にはスタイルを表す形容詞のことである．主観的属

性と視覚的特徴量の関係を調べることでスタイルを定量

化することが本研究の目標である．そのためにはまずア

イコンの主観的属性を決める必要がある．フォントの主

観的属性に関する研究は存在する [2]が，アイコンは比
較的新しいメディアであるため同様の調査が存在しな

い．本稿ではクラウドソーシングを用いたアイコンの主

観的属性の集合手法の詳細を述べ，明らかになったアイ
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コンの主観的属性を報告する．

2 関連研究

スタイル属性を応用したシステムは多数研究されてい

る．Chaudhuriら [1]は 3Dキャラクターやオブジェク
トの予め指定された部分を，ユーザが形容詞の程度を表

すスライダーをいじることによって入れ替えることがで

きる AttribIt というシステムを開発した．彼らはクラ
ウドソーシングを用いてまず形容詞を収集し，次にそれ

らの形容詞とオブジェクトの程度を関連付けるデータを

収集，最後に機械学習を用いてオブジェクトの特徴量と

形容詞の程度を関連付けた．O’Donovanら [2]は主観的
属性を用いてフォントを効果的に探索できるアプリケー

ションを製作した．

3 アイコンデータセットの構築

アイコンを The Noun Project というアイコン共有
Webサービスから取得し，データセットとして用いた．
The Noun Projectではアイコン作成者が複数のアイコ
ンをまとめた「アイコンコレクション」を作ることがで

き，多くの場合それらは同じテーマやスタイルのアイコ

ンをまとめている．我々は単体のアイコンよりも複数の

アイコンを同時に提示する方がスタイルという抽象的な

ものをより認識しやすいと考え，データセットの構築に

際しこのアイコンコレクションを用いることにした．我

々はまずアイコンを 12 個から 24 個含んでいるアイコ
ンコレクション 4828個をクローリングにより収集した．
その後，Amazon Mechanical Turk (AMT)を用いたク
ラウドソーシングと，著者らの目視によって，含まれる

アイコンのスタイルが全て同じであるアイコンコレクシ

ョン 1097個を抽出した．次に，これらのアイコンコレ
クションをテーマごとに手動で分類し，11 個のアイコ
ンコレクションを持つ 26テーマを選択しアイコンデー
タセットとした．

https://thenounproject.com/


図1: 主観的属性の収集に使用したクラウドソーシングのタスクの画面．アイコ
ンコレクション A と B を提示し，与えられた文の空白を埋めるような形容詞
を 3 つずつ計 6 つ収集した．

4 主観的属性の獲得

アイコンの主観的なスタイルの属性を得るために我々

は O’Donovan らの手法 [2] を採用した．彼らの手法に
は 2段階ある：1) 各フォントに属性値を割り当てる，2)
フォントのスタイルの距離関数を作る．本稿では 1)の
実施に必要な主観的属性を構築することを目標とした．

属性集合の構築は形容詞の収集と合併によって行った．

形容詞の収集 我々は Chaudhuri らの手法 [1] に従い
形容詞の収集を行った．形容詞を効果的に引き出すため

にアイコンコレクションの比較セットを用意した．比較

セットはテーマごとに作成し，各テーマごとに 55個の
ペアを生成した．

データの収集には AMT を使用した．図1に示すよ
うに，同じテーマグループに属する 2 つのアイコンコ
レクション A, B を提示し，ワーカー達に文の空白部
を埋める 3 つの形容詞を答えるよう指示した．文は"A
is (more) ___ than B."（「A は B よりも ___ であ
る」）とその逆の 2 文用意し，1 つのペアに対し合計 6
個の形容詞を収集した．1つの Human Intelligent Task
（HIT）*2に 11のタスクを含めた．回答の質の確保のため
に各 HITに 3人のワーカーを割り当てた．合計 217人
のワーカーに作業をしてもらった．それぞれの HITに
対し 0.10 USDを支払った．
この結果 3380 個の属性候補を得ることができたが，

それらのうち多くは意味が似ている，もしくは 1回しか
回答に現れないものであった．そこで代表的な属性を得

るために次に述べる合併を行った．

*2 AMT上のタスクの単位．ワーカー達は HITごとに報酬を受取る．

表1: 構築した主観的属性の一覧．上段には二値的なもの，下段には連続値的な
ものをまとめてある．

二値的
cartoonish, geometric, illustrative, outlined,
shaded, symbolic, symmetrical

連続値的

accurate, angular, attractive, bad, boring,
charming, cheerful, chubby, clear, crowded,
curvy, dark, elegant, energetic, expressive,
formal, friendly, gentle, heavy, long, masculine,
messy, modern, noticeable, organic, realistic,
scary, sharp, shiny, silly, simple, smooth, soft,
solid, strong, technical, thin, transparent,
understandable, warm, wide

形容詞の合併 形容詞の合併は次の 3 段階で行った：
1) 前処理，2) 出現頻度によるフィルタリング，3) 手作
業での意味的な分類．まず前処理として著者の一人が収

集された形容詞を見渡し明らかなスペルミスを修正し

た．更に複数単語からなる回答はハイフンで繋ぐよう統

一した（例：attention-grabbing）．次に形容詞ではない
単語を取り除いた（例：food）．この際 NLTK (Natural
Language Took Kit)とWordNetの part-of-speechタ
グ機能を使用しそのような属性を特定した．前処理の結

果 2486個の属性が残った．
次に出現頻度が低い属性を取り除いた．まず各属性を

出現回数の大きい順に並べ，総出現回数の 80%に達す
るまで先頭から和を取っていった．ここで 80%に達す
るまでに使用した属性 441個を抽出した．
更に属性を絞るために著者の一人と外部の一人とで属

性を精査し，同じもしくは反対の意味を持つと２人が同

意した属性を手作業でまとめていった．この時，出現回

数が大きいものから順にまとめていった．その結果，48
のグループが生まれた．各属性ごとに代表を選び，それ

ぞれ二値的か連続値的かを著者の一人と外部の一人とで

協議し決定した．構築された主観的属性集合を二値的，

連続的で分けてまとめた結果を表1に示す．

5 おわりに

本稿では，アイコンのスタイルの定量化に向けた主観

的属性集合の構築について述べ，結果として得られた形

容詞 48個を報告した．今後はこれらの主観的属性と視
覚的特徴量を関連付けるためのデータ収集を行う．
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